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ることを目的としたものである。                       
本論の内容は、1)中央ユーラシア草原地帯と西アジアにお
ける服飾に関する資料を集成・分析し、その上で、2)西アジ
アにおける中央ユーラシア型服飾の普及の背景について若干
の考察を加える、というものである。結論を略述すれば、以
下のようになる。 
 勾玉の形態分類は、頭部形態・尾部形態・胴部断面・穿孔
方法・大きさ・くびれ比率の６要素を用いて素材別に編年案
を提示し、各要素の変遷をもとにして素材ごとに段階を設定
した。その結果、各素材ともほぼ古墳前期後半と古墳後期前
半に画期を迎えることがわかる。古墳前期後半の画期は、そ
れまで地域ごとにより独特の形態をとっていたものが日本列
島全域で均一の形態を示すようになるとともに、メノウ・水
晶など新たな素材の勾玉が登場する時期である。また古墳後
期の画期については製作技法面から追うことができ、特に蛇
紋岩・滑石および碧玉・メノウにおいては、古墳後期前半以
降の形態の変化を製作技法の省力化という側面で捉えること
ができた。 
西アジアにおける中央ユーラシア型服飾の諸要素を個別に
観察すると、パルティア時代に多様化が認められる。例えば、
上着形式における左衽（中央ユーラシア系）と丸首（西アジ
ア系）の併存、ギリシア・ローマ系要素（e.g. マント）との
結びつき、などである。 
このような「多様化」は、西アジアにおける普及と正装化
の背景についての、これまでの漠然とした理解（パルティア
＝遊牧民の侵入による）に若干の修正を迫るものである。つ
まり、草原地帯の服飾文化が、そのままの形で西アジアに持
ち込まれただけではないことを想定させるのである。 
そこで、本論においては、パルティア時代における戦車の
衰退と騎兵の役割の増大、さらに、騎馬像（帝王騎馬像）の
流行に注目した。このことは、車行に対する騎行の「優位化」
を反映するものであろう。そして、新たに中央ユーラシア型
服飾の普及とのパラレルな展開を指摘した。実は、その騎行
の「優位化」に、「普及」を理解するためのポイントがある
と考える。つまり、中央ユーラシア型服飾の普及（乗馬用衣
装→正装）に当たって、このような馬文化の変容（車行→騎
行）が、大きな要因の一つとなったのではないか。それが、
本論における結論であり、問題提起である。 
 各地の遺跡から出土する勾玉を素材・時期別に変遷を追っ
ていくと次のような流れを捉えることができる。まず縄文～
弥生時代の勾玉はヒスイ・滑石を主体とするが、地域性を強
く持っている。古墳時代に入り、列島的な流通が行われるよ
うになるが、古墳後期前半を画期として 2つの様相に分ける
ことができる。その前半期は中部近畿を中心として各周辺地
域に勾玉が分布する状況がみることができ、素材別には前期
後半～中期前半にかけてはヒスイ・滑石・碧玉、中期後半に
はメノウ・ガラスがそうした流通形態の主体となっていた。
古墳後期以降になると、それまで分布の中心であった中部近
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